
令和８年度
認知症ケア研修

開催日： 2026年 ８月 ６日（木）

８月 ７日（金）



研修目的 認知症高齢者のケアに関する専門的知識と技術を習得する

～ 研修内容 ～

● 研修の目的とJCHOの取り組み

● 認知症の病態と治療

● 組織で取り組む認知症高齢者ケア

● 認知症高齢者のケアに必要なアセスメント

● 認知症高齢者とのコミュニケーション方法と援助技術

● 認知症高齢者ケアにおける連携

● 認知症高齢者に適した療養環境と調整方法

● 認知症高齢者に特有な倫理的課題

● 認知症高齢者のアドバンス・ケア・プランニング（ＡＣＰ）

研修目標 １．我が国の認知症施策や医療の現状を理解することができる
２．認知症高齢者を適切にケアするための基本的な知識を理解すること

ができる

今年度より、看護職員だけではなく、

認知症高齢者に関わる医療職・事務職員

も受講対象になりました。

☞JCHO組織内の専門医師や専門看護師・認定看護師の方々が、
講師を務めました。



～ 参加状況（九州地区）～
グループワークは施設ごとで行いました。
事例に対して、どのような介入が必要か意見交換し、
活発なワークが展開されました。

違う部署や職種の色んな視点
での意見を聞くことができた

1人だけでなく多職種も
ふまえてケアしていくこと
の大切さを学んだ

グループワークの
アンケート結果は
「とても有意義」
「有意義」で
100％だった！



～ 受講者の声 ～

・ 今回の研修を通して認知症ケアについて改めて考え、学ぶことができた。
・ とてもわかりやすい講義で、実際の現場を想像できる内容でした。
・ 入院患者の高齢化が進んでおり、治療決定に対する意思決定や身体拘束に関して悩み、このままでいいんだろうかという

思いがあった。ジレンマを少しでも解消できたことと、患者さんへの対応について学ぶことができた。
・ 講義を受けることで自身の行動を振り返りつつ、自部署の現場の課題について深く考える機会になった。やれることから

一つずつ取り組んでいこうと思う。
・ 患者さん主体に考える、その人を見ることを大事にしていきたい。
・ その人らしさという考えをつい忘れていたような気がします。今回の講義を通して、まずは患者さんの意思を大切にしない

といけないことを学ぶことができた。
・ 認知症患者さんの倫理やACPについては講義を受ける機会が初めてだったので、モヤモヤしている部分の解決に繋がる

講義だった。

※ 全国のJCHO病院から参加したWEB研修でした

研修おつかれさまでした


	スライド 1:  令和８年度 認知症ケア研修
	スライド 2: 研修目的
	スライド 3
	スライド 4

